
一
〇
月
〜
十
一
月
は
秋

の
組
合
員
拡
大
月
間
で
す
。

ダ
ン
プ
支
部
で
は
九
月

二
十
四
日
執
行
委
員
会
を

開
き
、
月
間
目
標
を
六
七

〇
人
に
定
め
取
り
組
む
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

執
行
委
員
会
の
な
か
で

は
「
仕
事
が
暇
で
声
を
か

け
に
く
い
」
「
対
象
者
が

い
な
い
」
と
い
っ
た
意
見

も
出
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
員
の
高
齢
化
に
よ

り
組
合
員
減
少
時
代
に
突

入
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

組
合
員
拡
大
は
避
け
て

通
れ
な
い
課
題
で
す
。

建
設
業
の
一
人
親
方
、

ト
ラ
ッ
ク
労
働
者
な
ど
も

含
め
、
ぜ
ひ
対
象
者
を
ご

紹
介
く
だ
さ
い
。

九
月
二
十
四
日
、
県
本

部
が
加
盟
す
る
栃
木
県
労

連
第
二
十
八
回
定
期
大
会

が
宇
都
宮
市
で
開
か
れ
県

本
部
か
ら
代
議
員
八
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
阿
波
議
長
が

「
今
年
は
野
党
共
闘
元
年
。

こ
の
流
れ
を
県
内
で
も
さ

ら
に
広
げ
よ
う
」
と
訴
え

ま
し
た
。
ま
た
厳
し
い
財

政
状
況
も
提
起
さ
れ
ま
し

た
。
県
本
部
で
は
県
労
連

の
実
情
を
踏
ま
え
、
分
担

金
の
あ
り
方
に
つ
い
て
今

後
議
論
し
て
い
き
ま
す
。
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硬い紙面になってしまいました。おもしろいネタは一杯あるんです。でも書けない話ばかりで・・・。

◎
【
建
交
労
栃
木
県
本
部
定
期
大
会
】
◎
日
時

一
〇
月
十
六
日(

日)

午
前
九
時
〜
◎
場
所

組
合
事
務
所
会
議
室

【
ダ
ン
プ
支
部
定
期
大
会
】
◎
日
時

十
一
月
六
日(
日)

午
前
九
時
〜
◎
場
所

佐
野
市
「
あ
く
と
プ
ラ
ザ
」

「
も
う
一
人
親
方
は
使

え
な
い
っ
て
言
わ
れ
ま
し

た
」
。

建
設
現
場
で
働
く
組
合

員(

職
人)

が
突
然
下
請
か

ら
通
告
さ
れ
ま
し
た
。

聞
け
ば
元
請
か
ら
の
指

示
と
の
こ
と
。
調
べ
る
と
、

今
年
七
月
末
に
国
土
交
通

省
が
出
し
た
「
下
請
指
導

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
訂
」
の

影
響
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

改
訂
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
は
「
適
切
な
保
険

に
加
入
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
で
き
な
い
作
業
員
を

現
場
に
入
場
さ
せ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
」
と
明
記

さ
れ
ま
し
た
。

実
施
は
平
成
二
十
九
年

四
月
か
ら
で
す
が
、
各
地

で
す
で
に
「
排
除
」
が
強

行
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

平
成
二
十
四
年
、
建
設
業

界
で
の
社
会
保
険
加
入
を

す
す
め
る
た
め
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
社
会

保
険
料
負
担
を
回
避
す
る

た
め
従
業
員
の
「
偽
装
請

負
」
「
強
制
一
人
親
方
」

が
急
増
、
国
交
省
は
従
業

員
と
一
人
親
方
の
区
分
を

厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ

う
指
示
、
業
者
は
面
倒
な

労
働
者
性
の
判
断
を
回
避

し
、
結
果
と
し
て
一
人
親

方
の
「
排
除
」
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
流
れ
は
今
後
さ
ら

に
加
速
す
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
ま
す
。

一
人
親
方
の
職
人
同
士

で
雇
用
関
係
を
つ
く
り
労

働
保
険
に
加
入
す
る
な
ど
、

柔
軟
に
対
応
し
就
労
を
確

保
す
る
ケ
ー
ス
も
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
消
費
税
の
負

担
な
ど
問
題
山
積
で
す
。

さ
ら
に
問
題
は
ダ
ン
プ

の
一
人
親
方
で
す
。
ダ
ン

プ
は
「
車
も
ち
労
働
者
」

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
白
ナ

ン
バ
ー
で
あ
っ
て
も
就
労

権
を
確
立
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
今
後
、
国
交
省

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
「
悪

用
」
し
「
労
働
者
な
ら
労

働
保
険
に
」
「
グ
ル
ー
プ

化(

業
者
化)

な
ら
青
ナ
ン

バ
ー
を
」
と
、
一
人
親
方

「
排
除
」
を
正
当
化
す
る

動
き
が
広
が
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

組
合
で
は
今
後
現
場
の

状
況
を
踏
ま
え
、
国
交
省

や
発
注
者
、
業
界
団
体
に

た
い
す
る
要
請
に
取
り
組

み
ま
す
。

最
古
最
強
最
高
齢
組
合

員
金
子
新
平
さ
ん
。
つ
い

に
登
場
で
す
。

「
出
身
は
長
野
の
立
科
。

若
い
頃
東
京
で
ガ
ラ
ス
屋

の
修
行
し
て
長
野
に
戻
っ

て
昭
和
三
十
七
年
頃
栃
木

に
来
た
ん
だ
よ
。
最
初
は

ミ
ゼ
ッ
ト
三
輪
車
に
り
ん

ご
積
ん
で
ね
。
そ
の
う
ち

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク(

昭
和

三
十
九
年)

の
関
係
で
仕
事

が
増
え
て
い
す
ず
の
六
ト

ン
ダ
ン
プ(

Ｔ
Ｘ)

で
砕
石

積
ん
で
東
京
ま
で
走
る
よ

う
に
な
っ
た
」

「
当
時
は
重
量
の
取
締
り

が
厳
し
く
て
、
今
の
佐
野

合
同
タ
ク
シ
ー
の
と
こ
に

台
貫
が
あ
っ
て
ね
。
捕
ま
っ

た
ら
ダ
ン
プ
持
っ
て
行
か

れ
な
い
よ
に
チ
ェ
ン
ジ
棒

抜
い
て
逃
げ
て
た
。
売
上

は
当
時
で
六
〇
万
位
、
今

と
そ
ん
な
に
変
わ
ん
な
い

よ
。
燃
料
費
は
安
い
し
修

理
は
自
分
で
や
る
か
ら
経

費
は
か
か
ら
な
い
。
い
ま

か
ら
比
べ
た
ら
儲
か
っ
た

ん
だ
ろ
う
け
ど
使
っ
ち
ゃ
っ

た
ね
」

「
い
ま
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
の

回
収
が
メ
イ
ン
。
も
う
無

理
は
し
な
い
。
春
は
山
菜
、

秋
は
キ
ノ
コ
採
り
。
ま
だ

山
歩
き
で
き
る
よ
。
今
度

の
日
曜
日
も
高
速
走
っ
て

茅
野
市
ま
で
一
本
し
め
じ

取
り
に
行
く
。
ま
だ
や
り

た
い
こ
と
あ
る
ん
だ
よ
」
。

結成当初から組合を支える金子新平さん。

合同支部準備会。次々と課題が明らかに・・・・。

少
数
職
場
支
部
や
個
人

加
盟
組
合
員
の
受
け
皿
と

な
る
合
同
支
部
の
結
成
を

め
ざ
し
て
、
今
春
以
降
三

回
準
備
会
を
行
い
議
論
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
新
し

い
支
部
と
し
て
の
活
動
が

負
担
に
な
る
」
「
支
部
財

政
の
管
理
を
ど
う
す
る
の

か
」
「
県
本
部
と
合
同
支

部
と
重
複
す
る
部
分
が
多

く
非
効
率
」
な
ど
様
々
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
論
の
な
か
で
あ
ら
た

め
て
現
行
規
約
に
お
け
る

県
本
部
と
支
部
の
位
置
づ

け
が
焦
点
と
な
り
ま
し
た
。

県労連に加盟する意義について、あらためて正面から議論

する重要性を感じた建交労代議員。


